
ま
ち
の
ひ
と

－
多
久
で
見
つ
け
た
－

あ
ッ
!

「「
多
久
市
議
会
出
前
授
業

多
久
市
議
会
出
前
授
業
」（
東
原
庠
舎
西
渓
校
）

」（
東
原
庠
舎
西
渓
校
）

２
０
２
5

２
０
２
5
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多久市議会出前授業

　６月26日に東部校、６月27日に西渓校、７月１日は中央校と市内

義務教育学校３校を訪問し、社会科で政治を学ぶ６年生に、議員が

ゲストティーチャーとなって議会の仕組みと役割について、①市議

会って何？　②議会の仕事は？　③市議会の進め方　④本議会どこ

でしているの？　⑤市に要望がある時は？　⑥議会をもっと知りた

い、などの授業を行う出前授業を行いました。

子どもたちからの質問

多久市はどんなまちに
なってほしいですか？

出前授業を聞いて、
どう感じましたか？

建物をもっと増やして、賑やかなまちにしてほしい

危険な場所が少なくて、平和なまちになってほしい

赤ちゃんもお年寄りもみんなが安心して、楽しいと
思えるまちになってほしい

市議会のことをもっと知りたい

議会に参加してみたい

本会議は市民も聞きに行けることが分かりました
市の予算が151億円あることに驚きました

意見が分かれた時は
どうしてますか？

多久市が
持っているお金は？

最近で一番お金を
使った事業は？

この仕事を
選んだ理由は？

最近はどんな
議論をしたの？

▲東部校

▲西渓校
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　令和 ７ 年 ６ 月市議会定例会は、 ６ 月 ２ 日から17日まで（会期16日間）開かれました。今回は ９
人の議員が市政一般に対する質問を行い、また議案や予算などについて審議を行いました。
　市長から提出されました15件（条例 ３ 件、予算 ２ 件、その他10件）の議案について審議し、い
ずれも原案どおり可決しました。

 令和 ７ 年　 ６ 月定例会

（
甲
議
案
）
予
算
以
外
の
議
案

　

�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

�　
市
内
義
務
教
育
学
校
の
学
習
用
端
末
購
入
の

た
め
に
財
産
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

（
主
な
内
容
）

　
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン　
１
，３
９
８
台

　
・
購
入
予
定
額　
５
，６
０
０
万
７
千
円

　
・
購
入
先　
株
式
会
社
学
映
シ
ス
テ
ム

　
※�

取
得
費
用
を
抑
え
る
た
め
に
、
県
内
市
町
で

の
共
同
購
入
に
な
り
ま
す
。

　

�

多
久
市
各
種
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　
国
の
選
挙
な
ど
の
執
行
経
費
の
基
準
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
、市
に
つ
い
て
も
選
挙
長
、

投
票
立
会
人
な
ど
の
報
酬
を
変
更
す
る
た
め
の

条
例
で
す
。

（
主
な
内
容
）

　
選
挙
長　
　
　

　

�

１
０
，８
０
０
円　

⇒

　
１
２
，２
０
０
円

　
投
票
管
理
者　

�

１
２
，８
０
０
円　

⇒

　
１
４
，５
０
０
円

　
投
票
立
会
人　

�

１
０
，９
０
０
円　

⇒

　
１
２
，４
０
０
円

�

な
ど

（
乙
議
案
）
予
算
に
関
す
る
議
案

　

�

令
和
７
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　
▼�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
事
業
（
１
億
１
，０
０
２
万
１
千
円
）

　

�　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
次
の
支

援
事
業
に
要
す
る
経
費

　
①
多
久
市
団
結
ク
ー
ポ
ン
（
第
４
弾
）
発
行
事
業

　
　

�　

令
和
７
年
７
月
１
日
現
在
、
多
久
市
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
民
一
人
当
た
り

２
，５
０
０
円
を
配
布
す
る
も
の
で
、
８
月

中
旬
に
配
布
予
定
で
１２
月
末
ま
で
の
使
用
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
②
酪
農
経
営
向
上
緊
急
支
援
事
業

　
③
飼
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

　
④
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
費
補
助
金

　
⑤
柑
橘
類
及
び
落
葉
果
樹
支
援
補
助
金

　
⑥
多
久
市
保
育
所
等
給
食
費
支
援
事
業

　
　

�　
高
騰
す
る
給
食
食
材
費
の
一
部
を
支
援
す

る
事
業
で
す
。

　
⑦
学
校
給
食
費
支
援
事
業

　
　

�　
多
久
市
義
務
教
育
学
校
の
全
児
童
生
徒
に

つ
い
て
、
高
騰
す
る
給
食
材
料
費
の
一
部
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
▼
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

　
　
（
６
，４
１
０
万
円
）

　
▼
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
新
型
受
信
機
整
備
事
業

　
　
（
９
４
３
万
８
千
円
）

　
◆�

２
億
７
，３
７
４
万
円
５
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
１
５
３
億
１
，３
７
４

万
５
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
主
な
議
案
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議案質疑議案質疑
提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること

市丸　勝義
■�防災行政無線に要する経費
　943万 ８ 千円について

Ｑ  �整備の概要は。

Ａ  �今回の主な整備内容につきましては、新たな気象
情報の運用変更に対応した受信機の整備と、受信
機から防災行政無線へ連動させるための機器の自
動起動機を整備するものです。

Ｑ  �新たな気象情報の運用変更とは。

Ａ  �新しい防災気象情報では、全体の体系整理と個々

の情報の見直し及び受け手側に立った情報の改善
を行い、住民の避難行動に対応した ５ 段階の警戒
レベルに整合させ、災害発生の危険度の高まりに
応じて各情報を発表する予定となっています。

Ｑ  �財源に補助金はなかったのか。

Ａ  �今回の整備について
の補助金はありませ
んが、元利償還金の
70％が地方交付税措
置の緊急防災・減災
事業債を活用します。

古賀　公彦
■�保育施設等給食支援補助金
　2,960万 １ 千円について

Ｑ  �補助金の詳細は。

Ａ  �原油価格、物価高騰等を背景に、子育て世代の負
担軽減及び給食の質、量を維持するために、市内
の保育園・認定こども園13園に対し補助金を交付
するものです。財源は国の物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金544万 1 千円、県補助金1,571
万 7 千円、市844万 3 千円となっています。

Ｑ  �県補助金の基準額は。

Ａ  �補助金額は園児の認定区分によって異なり、 １ 号
認定は市が補助した額全額、 ２ ・ ３ 号認定は市が
補助した額の1/2となってます。

Ｑ  �補助により保護者の負担は変わらないか。

Ａ  �補助金は物価高騰分の
補助となりますので、
今回の補助金で保護者
が負担する給食費の負
担は変わりません。

渡島　幸司
■�物価高騰対応重点支援地方
　創生臨時交付金事業に要する
　経費5,425万 ５ 千円について

Ｑ  �第 ４ 弾多久市団結クーポン券の詳細は。

Ａ  �物価高騰の中、地域経済の活性化を図るため、市
民全員に2,500円分の多久市団結クーポン券（第 ４
弾）を 8 月中旬を目途に郵送します。利用期間は、
クーポン券が届いた日から令和 ７ 年１２月末までを
予定しています。

Ｑ  �他の施策の検討はされたのか。

Ａ  �今回はクーポン券事業を含む ７ 事業を決定しまし
た。市の独自事業を決定する際は、多久市地方創
生臨時交付金対策本部会で決定しています。

Ｑ  �お盆前までに発送できないか。

Ａ  �印刷などの作業がある
ため、 ８ 月中旬を見込
んでいます。少しでも
早く発送できるよう取
り組んでいきます。
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一般質問一覧表一般質問一覧表
多久の

気になる

課題

千北　政利 議員
『土地開発公社の事業報告について』
『多久市内での企業誘致について』

『多久市における第１子からの保育料無償化について』

渡島　幸司 議員
『運動部活動の地域移行について』

坂口　絹代 議員
『手話言語条例について』

『予約型乗り合いバス「チョイソコたく」について』

市丸　勝義 議員
『学校での安全の確保について』
『ふるさと納税の活用について』

廣橋　時則 議員
『温泉保養宿泊施設について』
『市長の政治姿勢について』

中島　慶子 議員
『学校体育館の空調整備について』
『ハラスメント対策について』

田渕　　厚 議員
『市職員の人材確保について』
『公共施設について』

香月　正則 議員
『市政の 7期目の取り組みについて』

彌冨　博幸 議員
『子どもをめぐる現状について』
『外国人の国民健康保険の適用について』
『子育て支援について』
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学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

中
島　
県
内
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

置
率
は
。

答
弁　
２
６
８
施
設
に
対
し
て
２
施
設

（
設
置
率
０
・
７
％
）
が
設
置
し
て
お
り

全
国
平
均
は
20
％
の
設
置
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

中
島　
空
調
設
備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金

の
概
要
は
。

答
弁　
対
象
は
避
難
所
指
定
の
学
校
体
育

館
で
す
。
補
助
率
２
分
の
１
と
な
っ
て
お

り
、
１
施
設
に
つ
き
上
限
７
，０
０
０
万

円
で
対
象
期
間
は
令
和
6
～
15
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
利

用
光
熱
費
も
今

年
度
か
ら
、
地

方
交
付
税
措
置

と
な
っ
て
い
ま

す
。

中
島　
夏
季
の

利
用
実
態
と
子

ど
も
の
健
康
・

学
習
環
境
へ
の

配
慮・対
策
は
。

答
弁　
授
業
や
部
活
、
休
日
や
休
業
中
も

社
会
体
育
で
毎
日
利
用
を
し
て
い
ま
す
。

授
業
時
は
タ
オ
ル
・
水
筒
持
参
で
水
分
補

給
し
、
必
要
に
よ
り
大
型
扇
風
機
を
使
用

す
る
。
ま
た
熱
中
症
指
数
計
を
設
置
し
、

危
険
と
判
断
し
た
時
は
活
動
を
中
止
し
て

い
ま
す
。

中
島　
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
導
入
の
必

要
度
は
。

答
弁　
近
年
の
酷
暑
に
よ
り
利
用
者
の
安

心
安
全
の
向
上
な
ど
熱
中
症
対
策
と
し
て

必
要
度
は
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中
島　
避
難
所
開
設
時
の
空
調
重
要
度
は
。

答
弁　
避
難
者
の
負
担
を
和
ら
げ
、
熱
中

症
や
気
温
に
よ
る
体
調
不
良
を
防
ぐ
た
め

に
も
重
要
度
は
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
島　
特
例
交
付
金
優
遇
の
補
助
期
限
を

逃
が
す
こ
と
な
く
、
学
校
体
育
館
の
空
調

整
備
は
優
先
す
べ
き
事
業
と
し
て
取
り
組

み
を
提
案
し
ま
す
。

中 島 慶 子 議 員

酷
暑
の
日
々
、
命
を
守
る

空
調
対
策
を
!!

一般質問

市
職
員
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

田
渕　
総
務
省
が
２
０
２
２
年
に
公
表
し

た
自
治
体
調
査
で
若
手
職
員
の
離
職
率
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
が
市
の
現
状
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
以
降
、
退
職
者
に
占

め
る
若
い
世
代
の
職
員
が
30
％
を
超
え
る

状
況
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中
に
は
国
の

省
庁
に
派
遣
す
る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
市
と
し
て
は
大
幅
に
増
え
て
い
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

田
渕　
国
や
県
は
非
常
勤
職
員
の
再
採
用

の
制
限
撤
廃
の
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
採
用
の
公
平
性
や
成
績
主
義
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

再
採
用
の
制
限
撤
廃
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

を
整
理
し
た
上
で
、
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

田
渕　
今
年
4
月
か
ら
公
民
館
や
体
育

館
な
ど
の
施
設
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
状
況
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

答
弁　
予
約
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
鍵
ボ
ッ
ク

ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
き
な

改
善
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
運
用
面
な
ど
改

善
を
行
う
場
合
、
利
用
者
側
と
意
見
を
交

換
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

田 渕 　 厚 議 員

足
り
て
ま
す
か
？
市
の
職
員
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一般質問

子
ど
も
を
め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て

彌
冨　
就
学
援
助
に
つ
い
て
佐
賀
県
内
は

１２
・
４
％
で
す
が
、
本
市
で
の
状
況
は
。

答
弁　
令
和
７
年
４
月
現
在
で
６
・
８
％

で
す
。
対
象
世
帯
に
は
学
用
品
費
、
給
食

費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
１
年
生
と

７
年
生
に
は
入
学
用
品
費
、
5
年
生
に
は

宿
泊
学
習
費
、
6
年
生
と
9
年
生
に
は
修

学
旅
行
費
も
支
給
し
て
い
ま
す
。

彌
冨　
命
の
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
制
は
。

答
弁　
心
の
相
談
窓
口
の
体
制
整
備
と
し

て
、
１６
の
相
談
窓
口
で
気
軽
に
２４
時
間
、

３
６
５
日
、
相
談
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

彌
冨　
市
内
の
子
ど
も
達
の
幸
福
度
は
。

答
弁　
全
学
年
で
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
深
め
る
学
習
を

進
め
て
い
ま
す
。
地
域
や
社
会
を
よ
く
し

た
い
と
願
う
割
合
は
８
割
を
超
え
お
り
、

精
神
的
な
満
足
感
や
幸
福
感
に
繋
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

彌
冨　
多
久
の
子
ど
も
達
の
正
直
な
幸
福

度
が
数
値
的
に
も
伺
え
ま
し
た
。
な
お
、

子
ど
も
の
幸
福
度
、
自
己
肯
定
感
が
満
た

さ
れ
る
よ
う
、
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
提
案
つ
い
て

彌
冨　
例
え
ば
、
新
生
児
３
人
目
に
対
し

て
３
０
０
万
円
を
支
援
す
る
な
ど
、
ふ
る

さ
と
振
興
基
金
を
財
源
と
し
た
重
要
課
題

に
集
中
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。
市
内
の
新
生
児
が
１
０
０
名
出
産

で
き
る
環
境
の
維
持
を
目
標
と
し
た
支
援

策
と
し
て
、検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　
財
源
な
ど
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

彌 冨 博 幸 議 員

多
久
の
子
ど
も
達
の
幸
福
度
は

市
政
の
7
期
目
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

香
月　
農
業
分
野
で
の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
お
い
て
、
実
装

し
て
い
る
も
の
や
、
ま
だ
技
術
実
証
段
階

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。取
り
組
み
と
し
て
、

ハ
ウ
ス
な
ど
の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
導
入

に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
３
年
度
に
１
件
、

令
和
４
年
度
に
２
件
、
令
和
６
年
度
に
１

件
を
補
助
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
導
入
や
収
穫
量

マ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
つ
き
コ
ン
バ
イ
ン
の
導

入
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
農
業
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
今
後
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
農
業
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

企
業
と
の
連
携
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

香
月　
企
業
、
事
業
所
の
や
る
気
と
業
績

向
上
の
支
援
や
対
策
は
。

答
弁　
市
内
商
工
業
へ
の
振
興
、
発
展
を

図
る
た
め
、
多
久
市
商
工
会
が
行
う
事
業

者
へ
の
経
営
指
導
な
ど
の
経
営
改
善
普
及

事
業
、
中
心
市
街
地
や
地
域
の
活
性
化
を

推
進
す
る
総
合
振
興
事
業
に
補
助
金
を
交

付
し
、
多
久
市
商
工
会
と
協
力
し
て
市
内

事
業
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

香 月 正 則 議 員

「
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
２５
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
」
の
成
果
は
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一般質問
土
地
開
発
公
社
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

千
北　
公
社
で
、
こ
こ
数
年
事
業
は
さ
れ

て
な
い
が
状
況
は
。

答
弁　
毎
年
度
、
理
事
会
を
開
催
し
て
お

り
、
事
業
計
画
や
政
策
方
針
が
決
定
な
さ

れ
た
際
に
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
体
制
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

多
久
市
内
で
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

千
北　
企
業
誘
致
で
県
と
の
連
携
や
情
報

共
有
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
弁　
進
出
希
望
の
企
業
よ
り
県
や
首
都

圏
事
務
所
へ
相
談
が
あ
っ
た
情
報
を
共
有

し
、
市
の
優
遇
制
度
や
県
の
補
助
制
度
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

千
北　
今
後
の
企
業
誘
致
の
方
策
は
。

答
弁　
令
和
6
年
6
月
に
条
例
改
正
を
行

い
、
県
の
立
会
い
お
よ
び
署
名
を
不
要
と

す
る
特
例
を
設
け
、
他
市
町
と
差
別
化
を

図
る
た
め
、
優
遇
制
度
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

多
久
市
に
お
け
る
第
１
子
か
ら
の

保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て

千
北　
第
2
子
以
降
の
対
象
人
数
と
効
果

は
。

答
弁　
現
在
、
保
育
園
お
よ
び
認
定
こ
ど

も
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
市
内
対
象
人
数

は
１
１
５
人
で
す
。
本
年
4
月
か
ら
の
導

入
で
効
果
の
見
極
め
ま
で
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

千
北　
第
１
子
か
ら
の
無
償
化
も
県
内
初

と
な
り
ま
す
の
で
、
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

千 北 政 利 議 員

多
久
市
の

未
来
発
展
の
た
め
に
！

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

渡
島　
今
現
在
の
課
題
は
。

答
弁　
中
体
連
主
催
の
地
区
大
会
は
学
校

登
録
が
必
要
で
す
の
で
「
東
原
庠
舎
」
の

チ
ー
ム
名
で
出
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

渡
島　
地
域
移
行
の
成
果
は
。

答
弁　
他
校
の
生
徒
が
合
同
で
練
習
を

し
、
交
流
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

渡
島　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
す
か
。

答
弁　
地
域
移
行
に
向
け
て
関
係
機
関
を

ま
と
め
て
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
こ
れ
ま

で
の
役
割
で
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
円

滑
に
地
域
移
行
し
た
ク
ラ
ブ
の
運
営
が
で

き
る
よ
う
、
市
を
あ
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

渡
島　
必
要
な
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保

し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
事
業
と
し
て
補
助
が
得
ら
れ
る
間

は
こ
れ
を
継
続
し
て
い
き
、
必
要
や
状
況

に
応
じ
て
国
に
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、

財
源
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

渡
島　
地
域
の
現
場
を
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会

と
共
に
協
力
を
し
な
が
ら
、
運
動
部
活
動

の
地
域
移
行
が
円
滑
に
推
進
、
そ
し
て
、

充
実
が
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
市

と
し
て
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

渡 島 幸 司 議 員

学
校
か
ら
地
域
へ

部
活
動
の
新
し
い
か
た
ち
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一般質問

学
校
で
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

市
丸　
雷
・
熱
中
症
対
策
で
の
判
断
基
準

は
。

答
弁　
落
雷
に
関
し
て
は
雷
注
意
報
が
、

熱
中
症
に
関
し
て
は
、
熱
中
症
指
数
計
の

結
果
お
よ
び
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
判
断
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
丸　
熱
中
症
指
数
計
の
配
置
は
。

答
弁　
東
原
庠
舎
東
部
校
に
２
台
、
中
央

校
に
10
台
、
西
渓
校
に
５
台
配
置
し
て
い

ま
す
。

市
丸　
雷
に
対
し
て
、
客
観
的
に
判
断
で

き
る
機
械
や
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は
。

答
弁　
提
案
が
あ
っ
た
雷
探
知
機
に
つ
い

て
、
客
観
的
な
基
準
を
得
る
た
め
に
機
械

の
導
入
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て

市
丸　
活
用
方
法
の
決
定
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
市
役
所
内
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
運
営
委
員
会
」
で
審
議
し
、
決
定
を
し

て
い
ま
す
。

市
丸　
市
民
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
で

き
る
仕
組
み
を
。

答
弁　
総
合
計
画
で
「
市
民
が
築
く
〜
み

ん
な
で
取
り
組
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
掲
げ
て
お
り
、
地
域
の
課
題
に

対
し
て
市
民
が
行
政
と
共
に
取
り
組
む
意

識
を
醸
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
活
性

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
の
で
、研
究
し
て
い
き
ま
す
。

市
丸　
小
中
高
校
入
学
時
に
就
学
準
備
金

と
し
て
５
万
円
の
支
給
を
。

答
弁　
総
合
計
画
で
「
子
ど
も
す
く
す
く

〜
教
育
重
視
・
子
育
て
応
援
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
掲
げ
て
お
り
、
最
重
要
課
題
に
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
財
源
も
含
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市 丸 勝 義 議 員

ピ
カ
ッ

ゴ
ロ
！
雷
注
意
!!

予
約
型
乗
り
合
い
バ
ス

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
」
に
つ
い
て

坂
口　
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
の
利
用
者
数
と

現
状
は
。

答
弁　
令
和
7
年
5
月
現
在
の
登
録
者

数
は
1
，428


名
で
、
5
月
の
利
用
者

数
は
2
，100


人
で
す
。
昨
年
度
11
月

ま
で
の
利
用
者
数
の
平
均
乗
車
人
数
は

2
，096


人
で
ほ
ぼ
同
水
準
に
達
し
て

い
ま
す
。

坂
口　
こ
れ
ま
で
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
た
高
齢
者
の
不
満
や
不
安
へ
の

対
応
は
。

答
弁　
予
約
時
の
バ
ス
停
名
の
認
識
違
い

に
関
し
て
は
バ
ス
停
に
番
号
を
つ
け
て
い

る
の
で
番
号
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
予
約
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

予
約
の
手
間
や
不
安
、
電
話
代
が
か
か
る

な
ど
の
意
見
に
対
し
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
の
や
り
取
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
か
け
直
し
の
対
応
が
で
き
る
こ
と
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

坂
口　
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
」
で
公
立
佐

賀
中
央
病
院
を
利
用
す
る
こ
と
の
不
安
へ

の
対
応
は
。

答
弁　
病
院
に
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
専
用
の

電
話
機
を
設
置
し
、
予
約
も
30
分
前
ま
で

に
短
く
で
き
な
い
か
協
議
し
て
い
ま
す
。

初
期
の
間
は
職
員
を
配
置
し
ま
す
。

坂
口　
携
帯
電
話
の
貸
与
、
デ
ジ
タ
ル
活

用
支
援
な
ど
も
視
野
に
い
れ
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る「
チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

坂 口 絹 代 議 員

乗
っ
て
ま
す
か
？

チ
ョ
イ
ソ
コ
た
く

▲導入された雷探知機
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一般質問
温
泉
保
養
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

廣
橋　
タ
ク
ア
の
一
般
入
浴
者
数
は
。

答
弁　
令
和
６
年
度
は
４
９
，５
７
９
人

で
す
。

廣
橋　
現
在
タ
ク
ア
の
運
営
を
行
っ
て
い

る
事
業
所
は
、
ど
う
い
う
方
法
で
決
定
し

た
の
か
。

答
弁　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
す
。

廣
橋　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
シ
ェ
フ
を
招

聘
し
て
本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
も
提
供

す
る
、
ま
た
免
税
店
の
設
置
も
計
画
に
上

げ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
計
画
は
実

施
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　
経
営
を
続
け
て
い
く
上
で
変
更
さ

れ
た
点
が
あ
り
ま
す
。

廣
橋　
現
在
の
タ
ク
ア
の
食
事
の
提
供
状

況
は
。

答
弁　
土
日
祝
に
ラ
ン
チ
の
提
供
が
あ
り

ま
す
。

廣
橋　
現
在
の
事
業
所
と
の
契
約
は
い
つ

ま
で
か
。

答
弁　
令
和
９
年
９
月
３０
日
ま
で
で
す
。

廣
橋　
２
年
後
に
契
約
が
満
期
に
な
る
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
決
め
る
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
か
。

答
弁　
年
内
を
め
ど
に
決
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

廣
橋　
事
業
者
を
積
極
的
に
見
つ
け
に
行

く
と
い
う
攻
め
の
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

今
後
ど
う
す
る
温
泉
保
養
宿
泊

施
設
の
委
託

廣 橋 時 則 議 員

【

５

月

臨

時

会

】

　
５
月
１5
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
、
各
委
員
会
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
議
　
長
】　
野
北　
　
悟

【
副
議
長
】　
中
島　
慶
子

【
各
委
員
会
】（
◎
委
員
長　
〇
副
委
員
長
）

総
務
文
教
委
員
会

産
業
厚
生
委
員
会

◎
市
丸　
勝
義

〇
渡
島　
幸
司

◎
廣
橋　
時
則

〇
坂
口　
絹
代

　
香
月　
正
則
　
千
北　
政
利

　
彌
冨　
博
幸
　
中
島　
慶
子

　
中
島　
國
孝
　
古
賀　
公
彦

　
田
渕　
　
厚
　
鷲
﨑　
義
彦

　
小
川　
三
郎
　
野
北　
　
悟

　
尾
形　
武
史

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

◎
田
渕　
　
厚

〇
小
川　
三
郎

◎
渡
島　
幸
司

〇
坂
口　
絹
代

　
彌
冨　
博
幸
　
千
北　
政
利

　
彌
冨　
博
幸
　
千
北　
政
利

　
廣
橋　
時
則
　
渡
島　
幸
司

　
尾
形　
武
史
　
市
丸　
勝
義
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　今年 １月２７日から２９日までの ３日間、兵庫県明石市、和歌山県有田市、大阪府豊中市を
産業厚生委員会委員 ７名と行政職員 １名、事務局職員 １名の ９名で、子育て支援施策の充実と
新規就農支援・遊休農地対策による農業施策の充実をテーマとし、視察研修を行いました。

令和 ６年度　産業厚生委員会　視察報告

視察レポート 先進地に学ぶ
　“学びを活かす”議会に‼

●�「子どもを核としたまちづくり」として 5つの無料化
　�①子どもの医療費の無料化
　②�年齢制限・保護者の所得制限なしで第 ２子以降の保

育料無料化
　③中学校の給食費無料化
　④ゼロ歳児のおむつ無料化
　⑤公共施設利用料無料化
●�保育士の処遇改善や保育士定着支援金として 7年間で
最大160万円支給

●�全体予算の22％が子育て支援にあてられ、多久
市を大きく上回っており、子育て支援の手厚さ
を感じました。

●�保育料無償化などの独自の子育て支援施策は、
多久市においても人口増や定住に繋がる有効手
段であり、施策を図っていく必要性を感じまし
た。

独自の保育支援・保育士確保について ー 兵庫県明石市 ー
［市長の熱き思いで実現］

ポイントはココ 視察を終えて…

明石市では、他に先駆けて徹底した独自の子育て支援施策を全力で続け、11年連続して社会動態による
人口の増加という成果を挙げられています。

ポイントはココ

有田市では、廃業や規模縮小による遊休農地が増加するなど衰退が深刻な状況から、関係者の連携と就農者
へのサポートの充実で、専業農家を１割増やすなどの成果を挙げられています。

●�有田みかん課を設置し、原産地呼称管理制度により「有
田みかん」として認定を行う。
●�コンテストやふるさと納税などを通じて、ブランド化
を推進し、就農者の収入を増やす取り組みをされた。
●�有田市とリクルートとの包括連携プロジェクトが2017
年開始。民間のノウハウも活用し収入増、雇用増、法
人化、後継者の育成に取り組まれ専業農家の割合は、
5割から 6割へ。

●�初期投資を抑え、早めに収入を得られるため
の事前の農地・出荷先の確保や、技術指導な
ど充実のサポート体制で、最短で ２ 年後には
独立就農に繋げられる手厚い支援をされてい
ました。
●�新規就農にチャレンジしやすい施策や充実し
た技術支援と、農家と行政がしっかり連携す
ることの必要性を感じました。

新規就農支援と遊休農地対策 ー 和歌山県有田市 ー
［産地の誇りを守るため連携支援］

視察を終えて…

ポイントはココ

2021年に医療的ケア児や家族への支援を国や自治体の責務とした支援法が施行されました。多久市も令和 ６年度に
医療的ケア児保育支援事業に関する予算を確保し、取り組んでいます。

●�医療的ケア児 １人につき看護師 １人を配置。
●�看護師は小児医療経験者。
●�医療的ケア児の状況に応じて、保育教諭も追加配置。

●�医療が必要な子ども達の養育には人材と予算
が必要ですが、施策を充実させる必要がある
と感じました。

就学前施設における医療的ケア児保育支援の取り組みについて ー 大阪府豊中市 ー
［充実の人材配置で保育支援］

視察を終えて…
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まちのひと
No.5－多久で見つけた－

あッ!

全国市議会議長会より表彰

議長・副議長 ４ 年

田渕　厚 議員

次回の定例会は ９ 月30日㈫　開会予定です。

Ｑ.陸上を始めたきっかけは
Ａ.�友人に誘われたことと、両親の後押し。
Ｑ.田代選手が思う多久の魅力は
Ａ.�のどかで過ごしやすい・居心地が良い。鳥栖に
住んで改めて実感した。

Ｑ.今後の展望（目標）
Ａ.�Ｕ１８の大会の3000ｍに出場し、結果を残したい。
Ｑ.多久に望むこと
Ａ.�自分は小さい時、川遊びなど自然の中で過ごし
てきました。その自然の豊かさをアピールして
「陸上の町多久」と呼ばれるような練習に適した
環境や体制づくりを行っていって欲しい。

所　　属　鳥栖工業高等学校 駅伝部
　　　　　【中学優秀競技者章】を受章
氏　　名　田代 常太郎（16歳）
　　　　　＜中央校卒業＞

　先生や先輩からのアドバイスがきっか
けとなって、自分で目標を掲げて、本気
で陸上に取り組むようになりました。後
輩たちには“目標を決めて”頑張ってほし
いと思います。

〜後輩へのメッセージ〜〜後輩へのメッセージ〜
　質問に対しても、ハキハキとしっかりした受け答えを
され、アスリートとしてだけではなく、人としても好感
が持てました。夢を語る姿もキラキラしていて素晴らし
かったです!!
　頑張れ田代選手!!みなさんの応援宜しくお願いします。

〜取材を終えて〜〜取材を終えて〜
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